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1 令和６年度 事業報告及び会計決算報告

鳥取教弘友の会役員
（第21期　令和６年度～令和７年度）

◆役　　員（19名）

●支部長あいさつ

●各地区総会、研修旅行について

●令和６年度教育振興事業・福
祉事業・共済事業の取り組み
●会員の声(旅行記)

●損害保険（フルガード、自動車）

●65歳からの新教弘保険Ｋ型

●令和７年度運営委員会報告

●第21期友の会役員（令和７年度）

…P1
…P2

…P２～４
…P５～９

…P10～12
…P13～14
…P15
…P15

⑴　事業報告
 ①　総　会
　•東部地区　総会、ミニコンサート、昼食交流会　　　　　　　30名参加
　•中部地区　総会、シャンソン、昼食交流会　　　　　　　　　20名参加　
　•西部地区　総会、音楽空間コンサート、昼食交流会・弁当　　33名参加　
②　｢友の会」会報の発行（35号）･･･７月
③　｢教弘手帳」の配布（希望者）･･･11月
④　研修旅行　11月21日～22日　
                    「柳川川下りとグルメも楽しみ　大相撲九州場所を堪能する九州（福岡）１泊２日の旅」　１９名参加
⑵　会計決算報告及び会計監査報告
　事務局長より会計報告があり、小川聰監査の監査報告で、会計関係書類すべて正確、適正に処理されている
旨の報告がありました。

⑴　事業計画
①　総会の開催
　◎秋に地区ごとに開催
②「友の会」会報の発行　７月   
　◎特集号：令和６年度教育振興事業の様子／研修旅行参加者による寄稿
③　「教弘手帳」配布（希望者）　　　
④　研修旅行
　※研修旅行委員会を設置して、日程・場所等を検討し案内します。
⑤指定施設宿泊補助
　◎会員及びその家族が弘済会の指定する宿泊施設を利用する
　　場合は、右記の表のとおり補助をする。
　◎宿泊施設を利用する場合は、宿泊施設に直接予約し、その
　　後に弘済会事務局に宿泊者氏名、宿泊年月日、宿泊施設名
　　等を連絡してください。「宿泊施設利用券」を送付します。
　◎利用券を宿泊施設のフロントに提出してください。
　　家族を含めて年間合計５泊まで　子どもは小学生以上が対象
⑥　健康増進（人間ドック）費用補助
　◎65歳未満の教弘保険加入の友の会会員は人間ドック費用補助を受けられます。詳しくはジブラルタ生命
　の担当LCか、弘済会事務局へお尋ねください。

※指定宿泊施設については、日教弘ホームページの
　「指定宿泊一覧」をご覧ください

※弘済会の福祉事業は教弘保険（ユース、A型、K型など）の契約者配当金で運営されています。一方、付属保険（新教弘介護保障付終身保険、
新教弘医療保険α、新教弘米国ドル建個人年金保険など）は無配当であり、教弘グループ保険は配当金が個人へ支払われるため、事業資
金には充てられていません。2026（令和8）年度より、付属保険・グループ保険にしか加入されていない方は、福祉事業の一つである友
の会の会員資格がなくなり、支部の福祉事業は利用できなくなります。ただし、日教弘クラブオフの福利厚生サービスは利用できます。

令和７年度 鳥取教弘友の会　運営委員会

10月1日（水）　場所：白兎会館
10月14日（火）　場所：倉吉シティホテル
10月８日（水）　場所：米子ワシントンホテルプラザ

東部地区
中部地区
西部地区

指定宿泊施設
1泊目
2泊目

3,000円
3,000円

１,000円
１,000円

泊　数宿泊施設 会　員 家　族

《永年勤続表彰》　栗岡　玲子 運営委員（５年表彰）　河本　哲夫 運営委員（５年表彰）
　　　　　　　　　小林　千春 運営委員（５年表彰）　船越　延子 運営委員（５年表彰）　感謝状と記念品を贈呈
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　会員の皆さまにはご健勝にてご活躍のこととお喜び申し上げます。
　健康上の問題で日常生活を制限されずに過ごせる「健康寿命」は、鳥取県では
2022（令和４）年は、男性72.89歳、女性74.45歳でした。平均寿命との差は、男
性8.16年、女性12.12年で年々縮まっています。健康を保ちこの差を縮めていくこ
とが大切です。そのためには「バランスのとれた食事」、「適度な運動」、「人との
交流」が欠かせません。
　一方、抑うつ状態でなく精神的に健康に生きられる「心の健康余命」の調査も
あります。2022年男女65歳の「残りの寿命」と「心の健康余命」との差は、全国
平均で男性4.4年、女性6.9年でともに縮まっています。たとえ身体的な病気があっ
ても、社会とのつながりを持ち、精神的にも充実していれば、それも健康と言え
るのではないでしょうか。
　以前は「退職後は余生」とも言われていましたが、今はそんな時代ではありま
せん。皆さまが「健康寿命」と「心の健康余命」を伸ばし、豊かで、有意義な日々
を送っていただきたいと願っています。友の会の事業がその一助となれば幸いです。

「健康寿命」と　　　　　「健康寿命」と　　　　　
　「心の健康余命」　「心の健康余命」

公益財団法人日本教育公務員弘済会鳥取支部　
　　支部長 　前　田　厚　彦

（鳥取教弘友の会 会長）
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　４月25日（金）の友の会運営委員会で、各地区総会を下記の日程で開催することが決定されました。
　詳細につきましては、今後各地区の役員会で決定されます。多数の方のご参加をお待ちしています。
昨年度も各地区で昼食交流会
ができ、盛り上がりました。
また、コンサート、シャンソ
ンを楽しみました。今年度の
内容も楽しみです。

鳥取教弘友の会

各地区総会(東中西部地区)について各地区総会(東中西部地区)について

〈東部〉　ミニコンサート 〈中部〉　シャンソン 〈西部〉　音楽空間コンサート

東部地区 ⓾月１日（水）⓾時㉚分～⓬時　場所：白兎会館

中部地区 ⓾月14日（火）⓾時㉚分～⓬時　場所：倉吉シティホテル

西部地区 ⓾月８日（水）⓾時㉚分～⓬時　場所：米子ワシントンホテルプラザ
※時間は予定です。参加される方には改めてご案内します。

【昨年度の総会の様子】

　昨年度、大相撲九州場所で、伯桜鵬、琴桜の応援をしました。琴桜は見事優勝しました。本年度は
「立山黒部方面」を予定しています多数の皆様のご参加、よろしくお願いします。

（詳しくは同封のチラシをご覧ください）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔研修旅行委員会委員〕
加藤邦雄（東部）　河本哲夫（中部）　依藤典篤（西部）　杉本仁詞（事務局）　

友の会研修旅行について友の会研修旅行について

令和６年度
教育振興事業・福祉事業・共済事業の取り組み

　公益財団法人日本教育公務員弘済会鳥取支部は、
教弘保険の契約者配当金を資金として、多くの事業
を展開しました。

教育振興事業（公益目的事業）

最終受益者は子どもたち 
人材の育成、教育・文化の向上発展のために

　一　奨学事業
１　貸与奨学金（大学生等対象）
　⑴　本部事業
　　　（１名100万円以内、修学期間１年につき25万円）
　　・貸 与 者　　23名
　　・貸与金額　　1,850万円

２　給付奨学金
　⑴　高校生対象の給付奨学金
　　　（１人10万円給付、１校２人を原則）
　　・給付生徒　　計84人
　　・給付総額　　840万円
　⑵　大学生　６人（毎月３万円を４年間）

二　教育研究助成事業
１　教育実践研究論文
　⑴　令和６年度鳥取支部募集教育実践研究論文

〔助成額　40万円〕
　①　学校研究（団体研究を含む）
　　 【最優秀賞】　　 10万円　（１件）
　　⃝鳥取市立賀露小学校　　　　校長　岸田靖弘
　　　 「シン・学力向上プラン　全ての児童の『確

かな学力』の向上をめざして」
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　　 【優 秀 賞】　　 ５万円　（１件）
　　⃝鳥取市立城北小学校　　　　校長　橋本伸一
　　　 「よりよい人間関係を築き、自発的に学級・

学校づくりに参画する児童の育成」
　　 【奨 励 賞】　　 ３万円　（２件）
　　⃝南部町立法勝寺中学校　　　校長　船越路央
　　　 「『喝采』が響きあう学校をつくる！」
　　⃝鳥取大学附属小学校　　　　校長　太田隆夫
　　　 「自律して学び続ける子供の育成」
　②　個人研究（グループ研究を含む）
　　 【最優秀賞】 　　５万円　（１件）
　　⃝鳥取県立皆生養護学校　　教諭　田中陽太郎
　　　 「自立活動における目標達成を目指したｅス

ポーツの活用について」
　　 【優 秀 賞】　　 ３万円　（３件）
　　⃝琴浦町立浦安小学校　　栄養教諭　萬かおり
　　　 「栄養教諭の参画による学習効果の検証」
　　⃝米子市立東山中学校　　　　教諭　廣岩　青
　　　 「中学校総合的な学習の時間におけるる創造

活動に重点をおいたＳＴＥＡＭ教育の実践」
　　⃝鳥取大学附属小学校　　　　教諭　鎌田裕規
　　　 「社会的な見方・考え方を働かせる社会科授

業の創造」
　　 【奨 励 賞】　　 ２万円　（１件）
　　⃝南部町立法勝寺中学校　　　教諭　足立大輔
　　　 「学校のチーム力を１ステップ上げる」
　⑵　公益財団法人日本教育公務員弘済会教育賞
　　 【学校部門】　　該当なし
　　 【個人部門（奨励賞）】　〔助成金　５万円〕
　　⃝倉吉市立関金小学校　　　　教諭　吉田　亘
　　　 「思いを繋ぎ、人と繋がり、実社会と繋がる

自分たちの手で地域活性化！」
　　⃝鳥取市立桜ヶ丘中学校　　　教諭　川嶋淳史
　　　 「知識を経験につなげ、『新たな価値を創造

する力』の育成」
　⑶　公益財団法人東京海上日動教育振興基金
　　 【学校研究】　　該当なし
　　 【個人研究（採択）】　〔助成金　７万円〕
　　⃝鳥取大学附属特別支援学校　　　

教諭　井上早裕子
　　　 「社会とのつながりを意識した知的障がい特

別支援学校高等部における作業学習での取
り組み」

２　教育研究助成
　⑴　学校・園教育研究助成

〔助成金　１校・園10万円〕
　　【小 学 校】申請校数　12校　120万円       
　　⃝小学校　　　　
　　　賀露小・東郷小（鳥取）・岩倉小・岩美西小・
　　　八東小・聖郷小・啓成小・就将小・車尾小・

　　　尚徳小・和田小・渡小
　　⃝中・義務教育学校
　　　湖東中・青谷中・倉吉東中・赤碕中・
　　　美保中・奥大山江府学園
　　⃝国・県立学校
　　　鳥取商業高
　　⃝幼稚園・認定こども園
　　　鳥取第三幼稚園・米子幼稚園
　⑵　教育団体研究助成　

〈助成金　2,753,830円〉
　　【全県規模の教育関係団体】　17団体

（１団体　10万円）
　　　鳥取県小学校長会
　　　鳥取県中学校長会
　　　鳥取県高等学校長協会　
　　　鳥取県特別支援学校長会
　　　鳥取県私立中学高等学校長会
　　　鳥取県公立学校教頭会
　　　鳥取県立学校副校長・教頭会
　　　鳥取県私立中学高等学校副校長・教頭会　
　　　鳥取県立学校事務職員協会
　　　鳥取県立学校事務長会
　　　鳥取県公立小中学校事務職員研究会
　　　鳥取県私立中学高等学校事務長会
　　　鳥取県学校保健会養護教諭部会
　　　鳥取県学校栄養士協議会
　　　鳥取県教育研究集会
　　　鳥取県国公立幼稚園・こども園長会
　　　鳥取県私立幼稚園・認定こども園協会
　　【小・中・県立学校の地区別校長会】　21団体

1,053,830円
　⑶　教育研究大会助成　７件

〔助成金　540,000円〕
　　⃝全国普通科高等学校長会第74回総会・研究協

議会鳥取・島根大会　　　　　　　〔10万円〕
　　⃝令和６年度全国専門学科情報科研究協議会　

鳥取大会　　　　　　　　　　　　〔10万円〕
　　⃝第51回全国海外子女教育・国際理解教育研究

大会中国ブロック海外子女教育・国際理解教
育研究大会（鳥取） 　　　　　　　〔８万円〕

　　⃝令和６年度　中国地方放送教育研究交流大会
　　　　　　　　　　　　　　　　〔８万円〕

　　⃝第10回中国ブロック中学校社会科教育研究大
会（鳥取大会）　　　　　　　　　 〔６万円〕

　　⃝第47回中・四国ブロック退職女性教職員の会
学習会　　　　　　　　　　　　　〔６万円〕

　　⃝第71回日教組中国地区母と女性教職員の会　
　　　　　　　　　　　　　　　　〔６万円〕

令和６年度
教育振興事業・福祉事業・共済事業の取り組み
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３　教育出版　
　⑴　教育実践研究論文集第18号の発刊

7,700部 〈889,350円〉

三　教育文化事業
１　文化・芸術・スポーツの振興
　⑴　教育講演会等への助成 　

〈助成金　４団体　50万円〉
　　⃝鳥取県ＰＴＡ協議会　　　　　　　〔20万円〕
　　⃝鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会　　　〔15万円〕
　　⃝鳥取県特別支援学校ＰＴＡ連合会　〔５万円〕
　　⃝青少年育成鳥取県民会議　　　　　〔10万円〕
　⑵　芸術・文化活動助成　　

 〈助成金　２団体　30万円〉
　　⃝鳥取県中学校文化連盟　　　　　
　　⃝鳥取県高等学校文化連盟　　　　
　⑶　スポーツの奨励

 〈助成金　３団体　30万円〉
　　⃝鳥取県中学校体育連盟　　　　　　
　　⃝鳥取県高等学校体育連盟　　　　
　　⃝鳥取県スポーツ少年団　　　　
　⑷　教育図書贈呈事業　教育図書贈呈
　　　（１校　５万円以内）　　　 〈1,831,208円〉
　　各小・中・義務教育学校（27校）
　　⃝小学校
　　　修立小・富桑小・倉田小・美保小・明治小・
　　　湖山小・宮ノ下小・河原第一小・
　　　西郷小（鳥取）・青谷小・岩美北小・
　　　郡家西小・明倫小・泊小・浦安小・明道小・
　　　福生西小・福米東小・加茂小・住吉小・
　　　五千石小・崎津小・境小・溝口小・日南小
　　⃝中・義務教育学校
　　　中ノ郷中・河原中・岩美中・久米中・
　　　北条中・東伯中・後藤ヶ丘中・弓ヶ浜中・
　　　境港第二中・法勝寺中・湯梨浜学園中・
　　　湖南学園

福祉事業の取り組み

１　「指定宿泊施設利用補助」
　　　　　〈508泊 1,361,000円〉

２　結婚祝金給付　　48人　48万円（１人１万円）
３　子ども誕生祝金給付
　　　　　　　　　　97人　97万円（１人１万円）
４　傷害又は疾病による欠勤見舞金給付
　　　　　　　　　　15人　21.7万円
５　災害見舞金支給　　　　　　　０人　　　０円
６　会員死亡弔慰金給付　　　　　24人　　24万円
７　健康増進費用補助　　　　　1,052人 301.7万円

８　30歳誕生記念品贈呈　　　　 97人　29.1万円
９　友の会　　　　　　　　　　　 〈1,435,986円〉
　・総会運営補助　　　　　　　　　　1,399,986円
　・研修旅行補助　　　　　　　　12人　36,000円
⓾　退職記念品贈呈（温度・湿度計ライフナビ）　

　　　　　　　158人

共済事業の取り組み

　損害保険「フルガード」加入状況90名、保険金
支払12件　　　　　　　　　　　〈263,967円〉
<フルガード支払例>
（傷　害）
　・スキー滑走中、転倒し、右肩（鎖骨）骨折。
　・朝、洗面所で誤ってカミソリの刃を握りしめて

しまい、左手人指し指を切った。
　・朝の散歩中、歩道を走行してきた自転車を避け

る際、側溝の蓋につまずき転倒、右手首骨折。
　・マラソン大会で走っている時、つまずき転倒。

左足甲の骨を骨折。
　・自宅台所にて包丁で左手人差し指の先を切って

しまった。
　・畑で草取り中、手の甲と首を蜂に刺された。
　・ホールの階段でつまずき転倒。左手小指を骨折。
　・自宅で段ボールの片付中、段ボールの上に足を

置いていたら、段ボールが滑り転倒。左膝を強打。
（携行品）
　・餅つき準備中、ポケットに入れていたスマート

フォンが落ちてしまい、画面が割れた。
　・山菜取りをしていて、下り坂で触っていた木の

枝が折れ、5メートル落下。かけていた眼鏡の
片方のレンズが吹っ飛び、無くなってしまった。

　・パソコンのカメラで写真を撮ろうとした際、パ
ソコンを落としてしまい、画面が割れた。

（個人賠責）
　・車屋さんから借りた代車の電子キーをズボンの

ポケットに入れたまま洗濯してしまい、使えな
くなってしまった。

【自動車保険加入状況】

種　　類 補助金額 人　数 金　額
１泊２日ドック 4,000円 127人 508,000円
１日人間ドック 3,000円 659人 1,977,000円
脳 ド ッ ク 2,000円 266人 532,000円

2024度加入件数 845 １件の増
（2023度加入件数） （844）

お尋ね、申込は、事務局へご連絡ください。
（ＴＥＬ　0857－26－5334）
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【１日目　旅の始まり】
　友達とともに、初めて鳥取教弘友の会の研修旅行
に参加することになった。朝６時半過ぎに鳥取駅で
乗車される方々と顔を合わせた。JTB添乗員の渡辺
さんもコンコースまで降りてこられ、いよいよ旅の
始まりだ！と心身引き締まる感じがした。７時２分
発のスーパーいなば２号は結構混んでいるのに驚か
されたが、次の郡家駅で「いなば組」が揃った。話
に花を咲かせながら、あっという間に岡山駅到着と
なった。「やくも組」と合流して新幹線に乗車し、
博多へ向かった。初めてお会いする方が殆どで少し
緊張していた私だが、みなさんとてもフレンドリー
でほっとした。楽しく温かい雰囲気の道中となった。
【櫛田神社】
　最初の見学地の櫛田神社。博多の鎮守社入り口の
樹齢千年と言われる「櫛田の公孫樹」に圧倒される。
今年は公孫樹の紅葉が遅れているそうで緑の葉が生

「初めて」と感動がいっぱい
　　　　１泊２日福岡の旅

藤原　順子（東部地区会員）

い茂っていたが、黄色く色づくと見事だろうと思っ
た。修学旅行生やインバウンドの外国人旅行客も多
かったが、本殿周りは大変厳かな様子であった。奉
納された博多祇園山笠の前で集合写真を撮り、これ
もまた奉納されたたくさんの酒樽も珍しく見て回っ
た。本殿では神妙な面持ちで、本日スタートの旅の
安全と家族や同行のみなさんの健康長寿を祈った。
【大相撲九州場所】
　櫛田神社を出て「博多芙蓉」で昼食を取った後、
今回のメインイベント会場である福岡国際センター
へ向かった。大相撲観戦は初めてである。１時過ぎ
の到着であったがすでに多くの観客が来場してお
り、それを待ち受けるように風にはためいている色
とりどりの力士のぼりに、気づかぬうちに早足に
なっている自分がいた。入場前の集合写真には通り
かかった力士が入ってくれ、ますます大相撲観戦の
気分が盛り上がった。　

　入場して座席に着いてから取組具合を考えてまず
会場内を散策することにした。土産売り場は相撲関
係のものや博多の名産品などが所狭しと並べられて
いた。国技館カレーや場所前になくなった北の富士
さんの「辛口！北の富士カレー」を家族の土産とし
た。通路には大の里関（私の推し！）の等身大パネ
ルもあり、嬉しさ隠せず一枚パチリ。大々自己満足
の記念ショットとなった。親
方衆があちらこちらで仕事を
されており、元貴景勝の湊川
親方が少し照れたような赤い
顔で小走りする姿はほほえま
しかった。せっかくなので入
場券のもぎり中の元栃東玉ノ
井親方に握手をお願いした
り、元隠岐の海君ヶ濱親方に
買い物の会計をしてもらった
りと、土俵以外で楽しむこと
もいっぱいあった。　
　また、会場入りする力士の出待ちもおもしろかっ
た。伯桜鵬関はすでに会場入りであったが、琴櫻関、

会 員 の 声

櫛田神社

九州場所

大の里

櫛田神社本殿
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宇良関など人気力士
の姿が見えるたびに
大きな声がかかる。
会場外の通路の出待
ちも大賑わいで係員
が大変そうだった。
のんびりとビール片
手 に 見 て い る と、
ちょうど大の里関が
会場入りとなり力士

入り口に猛ダッシュした。大柄な大の里関は人垣よ
り頭１つ抜け出ており、幸運にも間近でしっかり見
ることができた。
【いよいよ観戦】

　満員御礼の札が
かかる会場は時が
経つにつれ観客も
どんどん増え、老
若男女問わず、小
さい子どもや外国
の方も結構多かっ
た。私たちの席は
最上段の椅子席で
あったが、呼び出
しの声や力士同士
のぶつかり合う音
もはっきり聞こえ
た。取組ごとに土
俵下で力士が座る

際の大きな座布団が替えられることや懸賞の旗持ち
さんの段取りよく無駄のない動きなど、取組以外の
発見もたくさんあった。また向正面だったので、普
段のテレビ画面と左右反対に見えることもおもしろ
く感じた。
　いよいよ伯桜鵬の取組。私たちも声を張り上げて
応援した。大声援の中、見事白星！伯桜鵬の応援タ
オルも観客席のあちこちから振られており、ファン
も増えているなあと自分のことのように嬉しくなっ
た。
　同じく大声援の中で、琴櫻も白星で優勝争いに
しっかり食い込んだ。声援がひときわ大きく響く中
で、勝負前の鬼の形相は迫力満点だった。
　そして結びの一番は大の里対尊富士。尊富士も鳥
取城北高校出身であり応援している力士であるが、
やはりここは大の里推し。（私だけだったかもしれ
ないが。）会場内割れんばかりの大声援の中、大の
里白星！たくさんの懸賞を受け取った大の里の上気
した顔は輝いて見えた。

　すべての取組が終わっても会場には覚めやらぬ興
奮や熱気が漂っていた。「すごい迫力だったね。」「ほ
んとによかったねえ。」と言いながら迎えのバスへ向
かった。人生初の大相撲観戦であったが、思ってい
た以上に楽しくおもしろく素晴らしいものであった。
【九州創作酒場　博多　笑門】
　１日目の締めくくりはホテル近くの居酒屋で、博
多名物のもつ鍋をいただいた。声をからしての相撲
観戦後だっただけにビールの味もひとしおで、宴会
コースの料理や博多名物を満喫した。次から次へと
話題も尽きることなく、楽しい懇親の時間を過ご
し、お腹も心も大満腹大満足であった。その後少し
ぶらぶらと歩き、ほどよい気分でホテルへと帰り着
いた。
【２日目　柳川川下り】
　旅行２日目もよいお天気に恵まれた。気持ちよく
バスに揺られながら船着き場へ向かった。

　船は「どんこ舟」と言うそうで、船頭さん一人が
長い竹竿を巧みに操って柳川を下っていった。細い
掘割や低い水門などスリルに富む場所や、白い土蔵
壁にヤナギの緑が映えてうっとりしてしまう風景も
あり、水面に近い視点でゆったりした贅沢な時間を
味わうことができた。何より、若い船頭さんの解説
が絶妙で、まじめな話の途中にちょいちょい挟む
ユーモアや毒舌に感心することしきりであった。美

しい景色の中、静かな
水面を滑るように進む
舟に身を委ね、また季
節の異なるときに川下
りを楽しみたいな、そ
のときもこの船頭さん
がいいななどと思いな
がら、約１時間の川下
りを十二分に楽しむこ
とができた。
　実は５年ほど前にも
柳川下りをしていたの

大の里出待ち

土　俵 柳川川下り

水　門
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だが、その時は川下りそのものより土産店のつるし
雛の印象が強かったように思う。今回、両岸の季節
の木々や草花を愛でながら、柳川の風景の美しさの
中にふるさとを想う北原白秋について思いを馳せる
こともできた。
　また、行き違う東南アジア系の団体客の舟からは
賑やかな声と船縁をたたく音が聞こえていた。国々
の文化の違いはこんなところにもあるのだなあと思
わされた。それぞれの観光客に合わせたガイドの工
夫もさすがと感じさせられた。
【昼食　遊食工房　茶花　そして帰路へ】
　柳川下りの余韻に浸りながら、古民家を生かした

穏やかな空間で茶花御膳をいただいた。可愛らしい
小皿に盛り付けられた料理と美味しいお酒に思わず
顔もほころんだ。会食の最後に加藤旅行委員長から
解団の挨拶があり、充実したこの２日間の非日常を
改めて実感した。
　また、店内に飾られていた古色豊かなのれんやつ
るし雛は、懐かさとともに古いものを大事に後世へ
伝えていく大切さを表しているように感じた。
　食事後博多駅で最後のお土産を購入し新幹線で岡
山駅へ向かった。ここで「やくも組」と分かれて
スーパーいなば９号へ乗り込み、やがて無事鳥取駅
へ帰り着いた。
【終わりに】
　何度もの繰り返しになり恐縮だが、濃密で贅沢な
旅行を心ゆくまで楽しんだ２日間であった。初めて
の参加にもかかわらずこのように感じられたのは、
参加された方々との温かい出会いがあったからこそ
だと思う。参加して本当によかったと思える幸せを
かみしめているところである。出会いに感謝、素晴
らしい旅の企画に感謝感謝である。
　また、添乗員のJTB渡辺さん、ひまわり観光バス
のドライバーさん、旅行委員のみなさん、事務局の
杉本先生には大変お世話になりました。心より感謝
申し上げます。

研修旅行「大相撲九州場所
を堪能する旅」

依藤　典篤（西部地区会員）

　今回、初めて鳥取教弘友の会研修旅行に参加し
た。お目当ては大相撲九州場所の観戦だ。今までに
一度も生で観戦したことはない。力士たちの熱気や
個性に満ちた迫力のある取組を期待して会場となる
福岡国際センターを目指し、１泊２日の旅行がス
タートした。
【伯備線・山陽新幹線の旅】
　11月21日（木）朝６時前に自宅を出発し、米子駅６
時23分発の新型やくもに乗り込んだ。早朝の列車に
も拘らず、思ったより乗客は多い。久しぶりの列車
の旅で、心が弾む。伯備線沿いの紅葉はまだこれか
らというところだったが、霧のかかった山々を眺め
ながら、ゆったりとした旅が始まった。好天に恵ま
れ、霧の中に朝日が差し、幻想的な景色に日ごろの
疲れも一挙に癒される思いがした。
　岡山駅で鳥取市からの皆さんと合流し、総勢19名
の旅が本格スタートした。私は、この旅行で初めて
お目にかかった方がほとんどで、最初は話のきっか
けがつかめなかったが、皆でいろいろと昔話や自慢
話に花を咲かせるうちに、次第に打ち解けていった。
【櫛田神社】
　博多駅に到着し、最初の訪問地は櫛田神社だ。博
多の総鎮守として最古の歴史を持つ神社で、不老長
寿、商売繁盛の神として篤い信仰を集めている。御
神木「櫛田の銀杏」は樹齢千年とも言われ、延命長

寿のシンボルと
されている。ま
た、飾り山笠が
一年中展示され
ており、夏の祭
り「博多祇園山
笠」が奉納され
ている。厳かな
雰囲気の中、旅
の安全や健康長
寿を祈った。

会 員 の 声

柳川の風景

櫛田神社
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会 員 の 声

【昼食・九州場所入り】

　博多芙蓉で昼食を取っ
た後は、いよいよ待ちに
待った大相撲九州場所の
観戦だ。バスで福岡国際
センターに向かい、力士
の色とりどりののぼりが
立ち並ぶ中、会場入りし
た。たまたま近くを通り
かかった力士と入口前で
記念写真を撮影すること
ができ、良い記念となった。
　その後入場して応援グッズやお土産などの買い物
をしたり、場所入りの力士の待ち受けをしたりな
ど、各自がそれぞれの過ごし方をした。私は、伯桜
鵬関の応援タオルを探したが、すでに売り切れてお
り、残念だった。会場内には、地元の後援会の方だ
ろうか、我々とは別に伯桜鵬関の応援団の方もたく
さんおられた。改めて伯桜鵬関の人気ぶりを実感し
たところである。
　鬢付け油の香が漂う中、浴衣で場所入りする力士
を通路から間近に見ることができて、これから始ま
る取組への期待が一層高まり、気持ちが高揚した。
【呼出「重太郎」】
　呼出の中に、鳥取県米子市出身の「重太郎」がいる。
　昨年11月、米子産業体育館で「鳥取の相撲～西部
巡回展」が催された。郷土出身力士（先代琴櫻、伯
桜鵬等）の写真とともに、重太郎が入門後間もなく
13代九重親方（第58代横綱千代の富士）と並んで写
した写真をはじめ、数枚の写真が展示されていた。
　巡回展の解説によると、本名「服部勝則」（２代
目若乃花勝則にちなみ父親が命名）。昭和54年８月
22日生まれ（45歳）。血液型はB型。初土俵は平成

８年３月場所。九重部屋所属の十両呼出。
　呼出は、力士の四股名の呼び上げ、土俵づくり、
太鼓叩き、懸賞幕の出し入れなど、多種多様な業務
がある。大相撲を支える縁の下の力持ちであり、大
相撲にはなくてはならない存在だ。最高位の「立呼
出」として、結びの一番を呼び上げる重太郎の姿を
思い描かずにはいられない。

【重太郎呼び上げ】
　午後１時50分過ぎ、席についた。最上段の椅子席
だ。時間の経過につれ、場内の席がどんどん埋まっ
ていく。外国人の観客の姿も結構見られた。

　本場所では、力士だけで
なく、行司と呼出も場内ア
ナウンスがされる。着席後
間もなく、重太郎が土俵に
上がった。幕下上位６番
目、５番目の二番を担当
し、控え力士の名を独特の
節回しで呼び上げた。なか
なかの声。遠巻きに眺めて
いたが、確かに巡回展の写
真で見た重太郎に違いな
かった。

【伯桜鵬の取組】
　西十両２枚目の伯桜鵬は、今場所３日目から、関
取の証である大銀杏を結った。対戦相手は西十両５
枚目友風。我が旅行団は、伯桜鵬の応援のために来
たと言っても過言ではない。応援タオルを力いっぱ
い振り、声をからして懸命に応援した。その甲斐
あってか、突き落として見事勝利し、皆で大いに盛
り上がった。これで７勝５敗となり、勝ち越しまで
あと１勝。日本相撲協会公式サイトには、「友風の
のど輪まじりのツッパリに状態が起きた伯桜鵬が斜
め右に回り込み、左からの突き落としでトドメ」と
解説されていた。

大相撲九州場所

昼　食

呼出「重太郎」

大相撲九州場所
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【琴櫻登場】
　結び前の一番に大関琴櫻が登場した。鳥取県関係
力士として日本海新聞に記載されている力士は、横
綱照ノ富士をはじめとする14名。鳥取城北高校出身
の力士が大部分だが、琴櫻は第53代横綱琴櫻の孫と
して県内にもファンが多く、横綱昇進が期待される
力士だ。今日の相手は関脇大栄翔。伯桜鵬への応援
に勝るとも劣らぬ大声援を送った。見事期待に応
え、押し出しで勝って11勝１敗。この時点では豊昇
龍と相星で、優勝争いのトップを並走することとなる。
【結びの一番】
　横綱照ノ富士休場のため、結びの一番は大関大の
里対尊富士。尊富士も鳥取城北高校出身力士の一人
であり、令和６年３月場所で、110年ぶりに新入幕
での幕内最高優勝を果たした大器である。優勝して
からのケガで十両落ちしたが、先場所２回目の十両
優勝を果たし、今場所は幕内に復帰していた。対戦
前の時点で８勝３敗の好成績だったため、前頭16枚
目にもかかわらず結びの一番に抜擢されたのだろ
う。残念ながら勝てなかったが、今後の活躍が期待
できる力士である。
【夜の宴会・買物】
　大相撲観戦の後はホテルに入り、夕食会場である
九州創作酒場博多笑門に徒歩で向かった。博多駅近
くにある居酒屋で、名物のもつ鍋をつつきながら宴
会料理を満喫し、楽しい懇親会となった。その後は
自由行動となり、博多駅や付近の土産屋をのぞかれ
た方や、繁華街に繰り出された方もあった。少し遅
くなり、屋台名物の博多とんこつラーメンを食べに
出ることができないのは残念だったが、ホテルに
帰ってゆっくり休めたので疲れがとれ良かった。　

【２日目　柳川川下り】
　２日目も朝から晴れて、気持ち良い一日のスター
トとなった。今日のメインは柳川下り。「どんこ舟」
と呼ばれる舟に乗り、水路「掘割」を巡った。今回
の柳川川下りは実は２回目。最初に来たのは今から
約50年前で、当時の記憶はほとんどない。低い水門

をくぐったり、しだれ柳や季節の花々、白壁の美し
い街並みを水面から眺めたりしてぜいたくな時間を
過ごした。船頭さんは二十歳くらいの男性。若いが
ユーモアたっぷりの解説で、約１時間、とても楽し
かった。天候に恵まれたのが、何よりだった。

【昼食　帰路へ】
　昼食は、遊食工房茶花小郡店で美しい庭を眺めな
がら　茶花御膳をいただいた。古民家の心安らぐ空
間で、お酒をいただきながら美しい盛り付けと味わ
い深い料理を堪能した。加藤旅行委員長の解団のご
挨拶があって、いよいよ旅も終わりに近づいたと実
感した。
　博多駅で最後の買物をし、新幹線で岡山駅まで
戻って、中・西部と東部の二手に分かれて帰宅の途
に就いた。列車の中で、今日も伯桜鵬や琴櫻が勝っ
たことを知り、我々の応援が届いたなどと、自画自
賛しながら喜び合った。
【終わりに】
　櫛田神社で健康・長寿を祈願し、大相撲九州場所
でひいきの力士を力一杯応援し、夕食では博多の夜
の雰囲気をちょっぴり味わい、ゆったりと柳川下り
を楽しむ、本当にいい旅だった。参加者同士の懇親
を深めることができ、大変有意義な旅となった。
　できることなら、次に本場所を観戦するときは、
もう少し豪華な椅子席か升席で、お酒でも飲みなが
らゆっくり観戦したいものだ。
　お世話になったJTBの渡辺さん、ひまわり観光バ
スの運転手さん、事務局の杉本氏にこの場を借りて
心より感謝申し上げる。
　大相撲11月場所は、大関琴櫻の初優勝で幕を閉じ
た。伯桜鵬も10勝５敗と大きく勝ち越し、その後も
勝ち星を重ねて幕内上位から三役が狙えるところま
できた。鳥取県関係力士の横綱や三役昇進をはじめ
とする益々の活躍を切望し、今後も一層応援に励む
ことを誓って、本稿の締めくくりとする。このよう
な素晴らしい旅の機会を与えてくださった関係の皆
様に、重ねて感謝申し上げる。

会 員 の 声

夕　食

柳川川下り
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令和７年７月　ｰ第36号ｰ

鳥取教弘友の会友の会 鳥取市末広温泉町608番地
TEL（0857）26－5334 FAX（0857）22－0248

編集

（公財）日本教育公務員弘済会鳥取支部

発行

㈱ 鳥 取 教 弘

日　時：令和７年４月25日（金）１１時より　　場　所：セントパレス倉吉　

鳥取城中ノ御門表門と擬宝珠橋

今日も元気に

《令和７年度用》

前 田 厚 彦
野 崎 淳 介
中 川 　 昇
伊 藤 静 也
栗 岡 玲 子
加 藤 邦 雄
米 田 克 彦

澤 田 明 範
澤 　 宗 樹
神 波 慧 子
河 本 哲 夫
高 多 俊 子
小 林 千 春
木 村 一 也

神 庭 賢 一
依 藤 典 篤
大　平　久美子
小 川 　 聰
船 越 延 子

会　　　　長
副 会 長(東)
　 〃 　 (中)
　 〃 　 (西)
運営委員(東)
　 〃 　 (〃)
　 〃 　 (〃)

運営委員(東)
　 〃 　 (〃)
　 〃 　 (中)
　 〃 　 (〃)
　 〃 　 (〃)
　 〃 　 (西)
　 〃 　 (〃)

運営委員(西)
　 〃 　 (〃)
監　　査(東)
　 〃 　 (中)
　 〃 　 (西)

役　名 氏　　名 氏　　名 氏　　名役　名 役　名

令和７年度事業計画2

1 令和６年度 事業報告及び会計決算報告

鳥取教弘友の会役員
（第21期　令和６年度～令和７年度）

◆役　　員（19名）

●支部長あいさつ

●各地区総会、研修旅行について

●令和６年度教育振興事業・福
祉事業・共済事業の取り組み
●会員の声(旅行記)

●損害保険（フルガード、自動車）

●65歳からの新教弘保険Ｋ型

●令和７年度運営委員会報告

●第21期友の会役員（令和７年度）

…P1
…P2

…P２～４
…P５～９

…P10～12
…P13～14
…P15
…P15

⑴　事業報告
 ①　総　会
　•東部地区　総会、ミニコンサート、昼食交流会　　　　　　　30名参加
　•中部地区　総会、シャンソン、昼食交流会　　　　　　　　　20名参加　
　•西部地区　総会、音楽空間コンサート、昼食交流会・弁当　　33名参加　
②　｢友の会」会報の発行（35号）･･･７月
③　｢教弘手帳」の配布（希望者）･･･11月
④　研修旅行　11月21日～22日　
                    「柳川川下りとグルメも楽しみ　大相撲九州場所を堪能する九州（福岡）１泊２日の旅」　１９名参加
⑵　会計決算報告及び会計監査報告
　事務局長より会計報告があり、小川聰監査の監査報告で、会計関係書類すべて正確、適正に処理されている
旨の報告がありました。

⑴　事業計画
①　総会の開催
　◎秋に地区ごとに開催
②「友の会」会報の発行　７月   
　◎特集号：令和６年度教育振興事業の様子／研修旅行参加者による寄稿
③　「教弘手帳」配布（希望者）　　　
④　研修旅行
　※研修旅行委員会を設置して、日程・場所等を検討し案内します。
⑤指定施設宿泊補助
　◎会員及びその家族が弘済会の指定する宿泊施設を利用する
　　場合は、右記の表のとおり補助をする。
　◎宿泊施設を利用する場合は、宿泊施設に直接予約し、その
　　後に弘済会事務局に宿泊者氏名、宿泊年月日、宿泊施設名
　　等を連絡してください。「宿泊施設利用券」を送付します。
　◎利用券を宿泊施設のフロントに提出してください。
　　家族を含めて年間合計５泊まで　子どもは小学生以上が対象
⑥　健康増進（人間ドック）費用補助
　◎65歳未満の教弘保険加入の友の会会員は人間ドック費用補助を受けられます。詳しくはジブラルタ生命
　の担当LCか、弘済会事務局へお尋ねください。

※指定宿泊施設については、日教弘ホームページの
　「指定宿泊一覧」をご覧ください

※弘済会の福祉事業は教弘保険（ユース、A型、K型など）の契約者配当金で運営されています。一方、付属保険（新教弘介護保障付終身保険、
新教弘医療保険α、新教弘米国ドル建個人年金保険など）は無配当であり、教弘グループ保険は配当金が個人へ支払われるため、事業資
金には充てられていません。2026（令和8）年度より、付属保険・グループ保険にしか加入されていない方は、福祉事業の一つである友
の会の会員資格がなくなり、支部の福祉事業は利用できなくなります。ただし、日教弘クラブオフの福利厚生サービスは利用できます。

令和７年度 鳥取教弘友の会　運営委員会

10月1日（水）　場所：白兎会館
10月14日（火）　場所：倉吉シティホテル
10月８日（水）　場所：米子ワシントンホテルプラザ

東部地区
中部地区
西部地区

指定宿泊施設
1泊目
2泊目

3,000円
3,000円

１,000円
１,000円

泊　数宿泊施設 会　員 家　族

《永年勤続表彰》　栗岡　玲子 運営委員（５年表彰）　河本　哲夫 運営委員（５年表彰）
　　　　　　　　　小林　千春 運営委員（５年表彰）　船越　延子 運営委員（５年表彰）　感謝状と記念品を贈呈
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